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一 -B型肝炎ウイルス研究の進歩の足跡

東北大学医学部細菌学教室教授石田名香雄
ある病原体がある病気の原因であるというためには Kochの条件を満足せねばならぬことになっています。即
ち 1)その病原体がその病気から規則正しく分離されること， 2)試験管内でその病原体が純粋に培養できること， 
3) その病原体を感受性のある動物に注射すると定型的にその病気が起って，そこからまたその病原体が分離できる
こと，の 3つであります。 
Dane粒子の形をとっている B型肝炎ウイルスが B型肝炎 (HB)の病原体であるというためには Kochの 3条
件のうち第 2条件だけが従来満足されておりませんでした。
これを満足させようと 5年間にわたって教室で研究をつづけた結果，ヒト胎児の肝に由来する未熟な肝細胞  
(ova1 cell)でのみ増殖することが判りました。これは盤光抗体法で ova1cellの中で HB抗原を証明し，さらに
継代を 1代までつづけ得たという証拠にもとづきます。しかもちがった接種材料を用いて，この結果に再現性のあ
る事も判りました。ここでいう ova1cellとは丸い小型の細胞で細胞質が少なく，インドシアニングリーンで生体
染色が可能で αーフェトプロテインを合成し，アルブミンを合成しない細胞です。この培養系で ova1cell は成熟
肝細胞へと分化し，アルブミンを合成するようになりますが，この成熟細胞はもはや HBウイルスの増殖を許しま
せん。この培養系で 7，._ 10日培養した細胞で最高 40%の感染率が得られますが，細胞は 2倍体の ova1cellか 4倍
体で 2核の ova1cellに限られます。こういう細胞を分析すると上清分画にウイルス DNA合成が証明され，そ
の GC含量は 52%でした。
すでに多くの人々が記載していますように臨床的にも組織学的にも B型肝炎と証明された患者の血清から HB抗
原を超遠心で沈降させますと，大部分は小型球形粒子ですが他に直径 42nmの大型 Dane粒子と長さをいろいろと
異にした梓状粒子とが発見されます。 Dane粒子の中に Kap1anは DNAポリメラーゼ、活性を報告しました。
もうひとつの大きな進歩は Robinsonが環状の DNA分子を電顕で、みつけた事です。その長さの分布をとってみる
と0.78μmで分子量からするとし6X106の DNAに相当します。これは従来知られた二本鎖 DNAウイルスのい
ずれの DNAより短いものです。この DNAの GC含量は 48，._49%といわれています。
以上 B型肝炎ウイルスの性状を詳細に研究することはウイルス分類学の見地から必要という訳ではなく， このウ
イJレスが肝癌を起す癌ウイルスのひとつであるという理解のために必要であります。 HBウイルスのサブタイプが
判って以来 B型肝炎の疫学に関する理解がすすみました。世界の肝炎，肝癌患者でサブタイプを異にしたウイルス
が地域的に偏って存在することが段々判ってきました。この様な根拠に基づいてウイノレスが如何に垂直伝播するか，
考え方を最後に述べてみたいと思います。
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